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は じ め に 
 

 

 

この報告書は令和 3年度に北海道立消費生活センターが受けた依頼テストの概要と実

施した試買テスト結果をまとめたものです。 

消費者からの依頼テストは 325 件でした。品目別では「住居品」82件、次いで「被服

品」71 件、「教養娯楽品」55 件、「食料品」38件、「車両・乗り物」32 件の順でした。 

 依頼テストには商品テストと専門技術相談があり、商品テストは 133 件（全体の

40.9％）で、専門技術相談は 192件（全体の 59.1％）でした。 

危害・危険に関するものは 5 件で、危害に関するものはデスクチェアの足折れによる怪

我、ガス発電システムからの一酸化炭素発生による頭痛の 2 件、危険に関するものはホッ

トサンドメーカーのスパーク、洗面台の鏡の落下、ワイヤレスイヤホンからの発火の 3件

でした。 

試買テストは、「白だしの品質」、「マスク類の UV カット効果」、「自動車用インバータ

ー」、「醸造酢の酸度」について実施しました。 

 

これらの結果を資料としてご活用頂ければ幸いです。 

 

 

令和 4 年 5月 

 

 

 

 

 

 

       北海道立消費生活センター 

 

所 長 畠山 京子 
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Ⅰ 依頼テスト 

１ 依頼テスト状況 

令和 3年度の依頼テストの受付件数は 325件であった。商品テストは 133 件（40.9%）、専門技術相

談は 192件（59.1%）であった。分類別では住居品 82件（25.2%）、被服品 71件（21.8%）、教養娯楽

品 55件（16.9%）、食料品 38件（11.7%）、車両・乗り物 32件（9.8%）、保健衛生品 23 件（7.1%）、

土地・建物・設備 18件（5.5%）、光熱水品 6件（1.8%）であった。 

 商品テスト 133件の内訳は、被服品が最も多く、次いで住居品、教養娯楽品、食料品、保健衛生

品、光熱水品の順であった。車両・乗り物、土地・建物・設備に関するテストは実施しなかった。依

頼項目は、食料品では安全・衛生に関するものが多く、住居品、光熱水品、被服品、保健衛生品、教

養娯楽品では性能・品質に関するものが多かった。 

専門技術相談 192件は住居品が最も多く、次いで車両・乗り物、教養娯楽品、被服品、食料品、土

地・建物・設備、保健衛生品、光熱水品の順であった。依頼項目は、食料品は安全・衛生に関するも

のが多く、住居品、光熱水品、被服品、保健衛生品、教養娯楽品、車両・乗り物、土地・建物・設備

では性能・品質に関するものが多かった。 

依頼テスト 325件のうち苦情は 303 件 (全体の 93.2%)、問合せは 22件(全体の 6.8%)で苦情が多か

った。 

違反・問題提起品は 2件で食料品、土地・建物・設備が各 1件であった。 

危害・危険及び拡大損害に関するものは 5件で住居品、土地・建物・設備が各 2件、教養娯楽品が

1件であった。住居品ではデスクチェアの足折れによる怪我、ホットサンドメーカーのスパーク、教

養・娯楽品ではワイヤレスイヤホンの発火、土地・建物・設備ではガス発電システムからの一酸化炭

素発生による頭痛、洗面台の鏡の落下であった。 

 

 

＜依頼テスト概要＞ 

 

食料品 住居品 
光熱 

水品 
被服品 

保健 

衛生品 

教養 

娯楽品 

車両・

乗り物 

土地・

建物・

設備 

他の 

商品 
小計 合計 

商
品
テ
ス
ト 

苦

情 
16 33 2 47 7 27 0 0 0 132 

133 
問

合 
0 １ 0 0 0 0 0 0 0 1 

専
門
技
術
相
談 

苦

情 
21 39 3 22 15 23 32 16 0 171 

192 
問

合 
1 9 1 2 1 5 0 2 0 21 

合計 38 82 6 71 23 55 32 18 0 325 325 
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【食料品】 

合計 38件の内訳は、商品テストが 16件(食料品全体の 42.1%)、専門技術相談が 22件(同 57.9%)であ

った。また、苦情は 37 件、問合せは 1 件であった。 

商品テスト 16件の内訳は、果物が 7件、魚介類 3 件、穀類と油脂・調味料が各 2件、菓子類と調理

食品が各 1件であった。依頼項目は安全・衛生が 12件、性能・品質が 4件であった。商品テストの内

容は、レモンの残留農薬、米の残留農薬などであった。専門技術相談 22 件の内訳は、野菜・海草が 8

件、魚介類と飲料が各 4 件、健康食品が 2件、穀類と油脂・調味料と菓子類と食料品その他が各 1 件で

あった。依頼項目は安全・衛生が 11件、性能・品質が 9件、法規・基準が 2件であった。 

   

【住居品】 

合計 82件の内訳は、商品テストが 34件(住居品全体の 41.5%)、専門技術相談が 48件(同 58.5%)であ

った。また、苦情は 72 件、問合せは 10 件であった。 

商品テスト 34 件の内訳は、空調・冷暖房機器が 24 件、食器・台所用品が 4 件、食生活機器と他の住

居品が各 2件、家具・寝具と室内装備品が各 1件であった。依頼項目は、性能・品質が 32 件、安全・

衛生が 2件であった。商品テストの内容は、ハンディ扇風機の品質、真空断熱カップの品質などであっ

た。専門技術相談 48件の内訳は、食生活機器が 13 件、家具・寝具が 11件、洗浄剤等が 7件、洗濯・

裁縫用具が 5件、空調・冷暖房機器が 4件、食器・台所用品が 3件、掃除用具と室内装備品が各 2 件、

他の住居品が 1件であった。依頼項目は性能・品質が 32件、安全・衛生が 8件、その他が 4件、クリ

ーニングが 3 件、法規・基準が 1件であった。 

 

【光熱水品】 

合計 6件の内訳は、商品テストが 2件(光熱水品全体の 33.3%)、専門技術相談が 4件(同 66.7%)であ

った。また、苦情は 5件、問合せは 1 件であった。 

商品テスト 2 件の内訳はすべて他の光熱水品であった。依頼項目は、すべて性能・品質であった。商

品テストの内容は、モバイルバッテリーの充電量であった。専門技術相談 4件の内訳は、他の光熱水品

が 2件、電気と水道が各 1件であった。依頼項目は、すべて性能・品質であった。 

 

【被服品】 

合計 71件の内訳は、商品テストが 47件(被服品全体の 66.2%)、専門技術相談が 24件(同 33.8%)であ

った。また、苦情は 69 件、問合せは 2 件であった。 

商品テスト 47件の内訳は、生地・糸類が 14 件、紳士・婦人洋服が 13 件、洋服下着が 8件、アクセ

サリーが 5 件、他の身の回り品が 3 件、履物とかばんが各 2 件であった。依頼項目は性能・品質が 23

件、成分・材質が 17件、クリーニングが 6 件、その他が 1件であった。商品テストの内容は、生地や

ピアスの材質、洗濯やクリーニングによる変色などであった。専門技術相談 24 件の内訳は紳士・婦人

洋服が 7件、洋服下着が 6件、被服品一般とかばんが各 3件、和服が 2件、履物とアクセサリーと他の

身の回り品が各 1件であった。依頼項目は性能・品質が 12 件、クリーニングが 7件、その他が 4件、

安全・衛生が 1件であった。  
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【保健衛生品】 

合計 23件の内訳は、商品テストが 7件(保健衛生品全体の 30.4%)、専門技術相談が 16 件(同 69.6%)

であった。また、苦情は 22件、問合せは 1件であった。 

商品テスト 7件の内訳は、理美容器具・用品が 5 件、他の保健衛生品が 2 件であった。依頼項目は、

性能・品質が 7 件、安全・衛生が 2件であった。商品テストの内容は、髪留めの材質、不織布マスクと

ポケットティッシュの蛍光増白剤などであった。専門技術相談16件の内訳は、他の保健衛生品が13件、

化粧品が 2件、医薬品が 1件であった。依頼項目は、性能・品質が 10件、安全・衛生が 4件、法規・

基準とその他が各 1件であった。 

 

【教養娯楽品】 

合計 55件の内訳は、商品テストが 27件(教養娯楽品全体の 49.1%)、専門技術相談が 28件(同 50.9%)

であった。また、苦情は 50件、問合せは 5件であった。 

商品テスト 27 件の内訳は、パソコン・パソコン関連用品と音響・映像製品が各 8件、電話機・電話

機用品が 7件、時計が 3 件、玩具・遊具が 1件であった。依頼項目はすべて性能・品質であった。商品

テストの内容はパソコンやパソコン関連機器の不具合、スマートフォンの不具合、ワイヤレスイヤホン

の不具合などであった。専門技術相談 28件の内訳は、パソコン・パソコン関連用品が 16 件、音響・映

像製品が 5件、他の教養娯楽品が 4件、電話機・電話機用品が 3件であった。依頼項目は性能・品質が

26件、安全・衛生が 2 件であった。 

 

【車両・乗物】 

合計 32件の内訳は、すべて専門技術相談であった。また、すべて苦情であった。 

専門技術相談 32件の内訳は、自動車が 25件、自動車用品が 6件、自転車・用品が 1件であった。依

頼項目は性能・品質が 30 件、法規・基準とその他が各 1件であった。 

 

【土地・建物・設備】 

合計 18件の内訳は、すべて専門技術相談であった。また、苦情は 16件、問合せは 2件であった。 

専門技術相談 18件の内訳は、空調・冷暖房・給湯設備が 7 件、他の住宅設備が 4件、住宅構成材と

衛生設備が各 3件、屋外装備品が 1件であった。依頼項目は性能・品質が 16件、安全・衛生が 2件で

あった。 

 

【他の商品】 

本年度は 0件であった。 
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 (1)依頼状況 

(上段は商品テスト、下段は専門技術相談) 

月 食料品 住居品 
光熱 

水品 
被服品 

保健 

衛生品 

教養 

娯楽品 

車両・ 

乗り物 

土地・ 

建物・ 

設備 

他の 

商品 
小計 合計 

4 
0 0 0 3 0 3 0 0 0 6 

29 
4 5 1 3 0 2 4 4 0 23 

5 
1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

21 
2 6 1 2 0 2 3 4 0 20 

6 
0 1 0 1 0 1 0 0 0 3 

17 
2 6 0 1 1 4 0 0 0 14 

7 
0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

16 
1 3 1 0 3 2 3 2 0 15 

8 
0 0 0 2 0 1 0 0 0 3 

15 
2 3 0 1 1 0 5 0 0 12 

9 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

21 
2 3 0 3 2 5 3 3 0 21 

10 
0 24 0 5 0 2 0 0 0 31 

55 
0 7 0 4 3 5 4 1 0 24 

11 
8 2 0 0 0 3 0 0 0 13 

31 
1 3 0 2 2 3 6 1 0 18 

12 
0 5 0 1 0 8 0 0 0 14 

26 
2 2 1 2 1 2 2 0 0 12 

1 
5 0 2 12 5 7 0 0 0 31 

43 
2 2 0 4 1 1 1 1 0 12 

2 
0 0 0 10 0 0 0 0 0 10 

18 
1 2 0 2 0 2 0 1 0 8 

3 
2 2 0 13 2 1 0 0 0 20 

33 
3 6 0 0 2 0 1 1 0 13 

小

計 

16 34 2 47 7 27 0 0 0 133 
325 

22 48 4 24 16 28 32 18 0 192 

合

計 
38 82 6 71 23 55 32 18 0 325 325 
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(2)依頼項目(商品テスト) 

  安全･衛生 性能･品質 成分･材質 法規･基準 クリーニング そ の 他 合 計 

食料品 

穀 類 2 0 0 0 0 0 2 

魚 介 類 0 3 0 0 0 0 3 

油 脂 ・ 調 味 料 1 1 0 0 0 0 2 

果 物 7 0 0 0 0 0 7 

菓 子 類  0 0 0 0 0 1 

調 理 食 品 1 0 0 0 0 0 1 

小 計 12 4 0 0 0 0 16 

住居品 

食 生 活 機 器 0 2 0 0 0 0 2 

食 器 ・ 台 所 用 品 1 3 0 0 0 0 4 

空 調 ・ 冷 暖 房 機 器 0 24 0 0 0 0 24 

家 具 ・ 寝 具 0 1 0 0 0 0 1 

室 内 装 備 品 1 0 0 0 0 0 1 

他 の 住 居 品 0 2 0 0 0 0 2 

小 計 2 32 0 0 0 0 34 

光熱水品 

他 の 光 熱 水 品 0 2 0 0 0 0 2 

小 計 0 2 0 0 0 0 2 

被服品 

洋 服 下 着 0 8 0 0 0 0 8 

紳 士 ・ 婦 人 洋 服 0 5 2 0 5 1 13 

履 物 0 2 0 0 0 0 2 

か ば ん 0 2 0 0 0 0 2 

ア ク セ サ リ ー 0 5 0 0 0 0 5 

他 の 身 の 回 り 品 0 1 1 0 1 0 3 

生 地 ・ 糸 類 0 0 14 0 0 0 14 

小 計 0 23 17 0 6 1 47 

保健衛生品 

理 美 容 器 具 ・ 用 品 0 5 0 0 0 0 5 

他 の 保 健 衛 生 品 2 0 0 0 0 0 2 

小 計 2 5 0 0 0 0 7 

教養娯楽品 

パソコン・パソコン関連用品  0 8 0 0 0 0 8 

電話機・電話機用品 0 7 0 0 0 0 7 

音 響 ・ 映 像 製 品 0 8 0 0 0 0 8 

時 計 0 3 0 0 0 0 3 

玩 具 ・ 遊 具 0 1 0 0 0 0 1 

小 計 0 27 0 0 0 0 27 

合 計 16 93 17 0 6 1 133 
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(3)依頼項目(専門技術相談) 

 安全・衛生 性能・品質 成分・材質 法規・基準 クリーニング そ の 他 合 計 

食料品 

穀 類 0 1 0 0 0 0 1 

魚 介 類 1 2 0 1 0 0 4 

野 菜 ・ 海 草 5 3 0 0 0 0 8 

油 脂 ・ 調 味 料 0 1 0 0 0 0 1 

菓 子 類 1 0 0 0 0 0 1 

飲 料 3 0 0 1 0 0 4 

健 康 食 品 0 2 0 2 0 0 2 

食 料 品 そ の 他 1 0 0 0 0 0 1 

小 計 11 9 0 2 0 0 22 

住居品 

食 生 活 機 器  1 11 0 1 0 0 13 

食 器 ・ 台 所 用 品 1 2 0 0 0 0 3 

洗 濯 ・ 裁 縫 用 具 0 4 0 0 0 1 5 

掃 除 用 具 0 2 0 0 0 0 2 

洗 浄 剤 等 4 0 0 0 0 3 7 

空 調 ・ 冷 暖 房 機 器 0 4 0 0 0 0 4 

家 具 ・ 寝 具 2 7 0 0 2 0 11 

室 内 装 備 品 0 1 0 0 1 0 2 

他 の 住 居 品 0 1 0 0 0 0 1 

小 計 8 32 0 1 3 4 48 

光熱水品 

電 気 0 1 0 0 0 0 1 

水 道 0 1 0 0 0 0 1 

他 の 光 熱 水 品 0 2 0 0 0 0 2 

小 計 0 4 0 0 0 0 4 

被服品 

被 服 品 一 般 0 0 0 0 1 2 3 

和 服 0 0 0 0 1 1 2 

洋 服 下 着 0 6 0 0 0 0 6 

紳 士 ・ 婦 人 洋 服 0 3 0 0 3 1 7 

履 物 0 1 0 0 0 0 1 

か ば ん 1 1 0 0 1 0 3 

ア ク セ サ リ ー 0 1 0 0 0 0 1 

他 の 身 の 回 り 品 0 0 0 0 2 0 2 

小 計 1 12 0 0 7 4 24 
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 安全・衛生 性能・品質 成分・材質 法規・基準 クリーニング そ の 他 合 計 

保健衛生品 

医 療 品 0 1 0 0 0 0 1 

化 粧 品 0 2 0 0 0 0 2 

他 の 保 健 衛 生 品 4 7 0 1 0 1 13 

小 計 4 10 0 1 0 1 16 

教養娯楽品 

パソコン・パソコン関連用品 0 16 0 0 0 0 16 

電 話 機 ・ 電 話 機 用 品 0 3 0 0 0 0 3 

音 響 ・ 映 像 製 品 0 5 0 0 0 0 5 

他 の 教 養 娯 楽 品 2 2 0 0 0 0 4 

小 計 2 26 0 0 0 0 28 

車両・乗り物 

自 動 車 0 23 0 1 0 1 25 

自 動 車 用 品 0 6 0 0 0 0 6 

自 転 車 ・ 用 品 0 1 0 0 0 0 1 

小 計 0 30 0 1 0 1 32 

土地・建物・設備 

住 宅 構 成 材 1 2 0 0 0 0 3 

空調・冷暖房・給湯設備 0 7 0 0 0 0 7 

衛 生 設 備 0 3 0 0 0 0 3 

屋 外 装 備 品 1 0 0 0 0 0 1 

他 の 住 宅 設 備 0 4 0 0 0 0 4 

小 計 2 16 0 0 0 0 18 

合 計 28 139 0 5 10 10 192 
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(4)違反品・問題提起状況 

 違 反 品 問 題 提 起 品 商        品        名 

食 料 品 0 1 松前漬け 

土地・建物・設備 0 1 ガス発電システム 

合 計 0 2  

 

 (5)危害・危険及び拡大損害 

 品 数 商          品          名 

危 害 2 デスクチェア、ガス発電システム 

危 険 3 ワイヤレスイヤホン、洗面台の鏡、ホットサンドメーカー 

合 計 5  
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１　白だしの品質 

１ 目的 

最近、商品名に白だしと記載された従来のめんつゆよりも色が薄く透明な液状調味料が販売されて

いる。めん類のかけつゆに利用するだけではなく、液状で色が薄く簡単にだしとして利用できるため、

だし巻き卵や茶わん蒸しなどで利用する機会も増えてきている。そこで市販されている白だしの塩分、

糖類、うま味成分をテストした。 

 

２ テスト期間 

令和 3年 6月～令和 4年 1月 

 

３ テスト品(別表 1) 

白だし 10銘柄（白だしと商品名に記載されているもの） 

参考品 手造り混合だし（昆布とかつお削り節） 

 

４ 購入場所 

札幌市内スーパーマーケット 

 

５ テスト方法 

テストした白だしは全て希釈するタイプであった。使用方法などに表示されているうどん(めん)か

けつゆの薄め方を参考に白だしを希釈して塩分、糖類、うま味成分をテストした。希釈方法は、白だ

し 1mLに対して水 7mLが 5銘柄(№1、4、5、9、10)、白だし 1mLに対して水 9mLが 5銘柄(№2、3、6

～8)。参考品の手造り混合だしは調理場における衛生管理&調理技法マニュアル(文部科学省)を参考

にして、水 500mLに対して昆布 10ｇ、かつお削り節 10gとした (水に対して 2%)。昆布を 5cmに切り、

水 500mL に 30 分間室温で浸してその後 30 分かけて沸騰させた。昆布を取り出した後、水 50mL とか

つお削り節を加え 1分間加熱、その後火を止め 3分間放置し、ザルにキッチンペーパーを敷き濾して

作成した。出来上がった混合だしの量は 350mLであった。混合だしは 3つ作成し、テスト結果は平均

とした。 

 

（１）塩分 

電位差滴定法で測定した。 

・自動滴定装置：COM-1700(平沼産業) 

・電極：銀比較複合電極 AGR-801(平沼産業) 

（２）糖類(果糖、ぶどう糖、しょ糖、麦芽糖) 

高速液体クロマトグラフで測定した。40mg/100mL未満は不検出とした。 

・高速液体クロマトグラフ  Lachrom Elite L-2000シリーズ(HITACHI) 

・カラム及びカラム温度 Shodex Asahipak NH2P-50 4E 5μm 4.6×250mm (昭和電工)、40℃ 

・移動相及び流速 75%アセトニトリル、1.0mL/min 

・検出器 RI検出器 

（３）うま味成分 

Ⅱ 試買テスト
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ア グルタミン酸 

液体クロマトグラフ質量分析計（LC/MSMS）で測定した。 

・液体クロマトグラフ質量分析計 Quattro micro API(Waters) 

・カラム及びカラム温度 Intrada Amino Acid  3×100mm、3μm（Imtakt)、37℃ 

・イオン化法及び検出イオン ESI positive 、148.28＞83.85 

・流速 0.5mL/min  

・移動相 A液 アセトニトリル：ギ酸（100：0.3）溶液 

             B液 アセトニトリル：100mMギ酸アンモニウム（20：80）溶液 

イ イノシン酸 

高速液体クロマトグラフで測定した。 

・高速液体クロマトグラフ Lachrom Elite L-2000シリーズ(HITACHI) 

・カラム及びカラム温度 Mightysil RP-18 GP Aqua 4.6×250mm（関東化学）、40℃ 

・移動相及び流速  22mMジエチルアミノエタノールを含む 20mMりん酸水溶液、1.0mL/min 

・検出器  UV検出器（波長 254nm） 

（４）表示 

食品表示法食品表示基準に基づく表示などについて調べた。 

（５）単位価格 

購入価格と内容量から 100mLあたりの単位価格(小数点以下切り捨て)を算出して調べた。 

 

６ テスト結果 

（１）塩分(別表 3) 

1.11（№1）～1.34%(№3)、平均 1.24%であった。参考品は 0.25%であった。 

（２）糖類(別表 3) 

100mL あたり 248（№7）～913mg(№5)、平均 660mg であった。含まれていた糖類は、しょ糖が 3

銘柄(№1、3、6)、ぶどう糖としょ糖が 2 銘柄(№4、7)、果糖とぶどう糖としょ糖が 3 銘柄(№2、

5、10)、ぶどう糖としょ糖と麦芽糖が 1銘柄(№8)、果糖とぶどう糖としょ糖と麦芽糖が 1銘柄(№

9)であった。銘柄により含まれている糖類に違いがあった。参考品からは糖類は検出されなかった。 

（３）うま味成分(別表 3) 

     代表的なうま味成分であるグルタミンと酸イノシン酸をテストした。グルタミン酸はアミノ酸の

一つで昆布や野菜などに、イノシン酸は核酸の一つでかつお節など魚や肉類に多く含まれている。

全銘柄にグルタミン酸、イノシン酸が含まれていた。グルタミン酸は 100mL あたり 17.0（№6）～

395.6mg(№1)、平均 219.8mg、参考品 36.5mgであった。原材料欄の添加物に調味料(アミノ酸等)の

表示がない2銘柄(№2と6)は低い値であった。イノシン酸は100mLあたり4.7（№2）～21.7mg(№8)、

平均 11.1mg、参考品 12.3mgであった。 
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グラフ 1 塩分 

 

グラフ２ 糖類 

 

グラフ 3 グルタミン酸 

 

グラフ 4 イノシン酸 
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（４）表示(別表 1、2) 

食品表示法食品表示基準の加工食品で必要となる名称、原材料名、添加物、内容量、賞味期限、

保存方法、製造者等、栄養成分の表示は全銘柄にあった。 

名称はつゆ(希釈用)が 8銘柄、白だしが 2銘柄(№4、6)だった。つゆと白だしともに食品表示基

準では定義されていない。 

原材料名に食塩、しょうゆが全銘柄にあった。またしょ糖が主成分の砂糖も全銘柄にあった。異

性化糖の果糖ぶどう糖液糖またはぶどう糖果糖液糖が 4銘柄(№2、5、9、10)にあった。異性化糖は

でん粉を分解してぶどう糖にした後、ぶどう糖の一部を酵素で果糖に変えて作られる液状糖で、ぶ

どう糖と果糖のどちらが多く含まれているかで名前の先頭が変わる。水あめが 3銘柄(№7～9)に記

載されていた。糖アルコールである還元水飴が 1 銘柄(№4)にあった。還元水飴は水あめを糖アル

コールに変化させており、甘味があり糖類よりも低カロリーな糖質で、色々な加工食品に利用され

ている。 

原料原産地表示が 5銘柄(№1、5、6、8、9)にあり、食塩(国内製造)が 3銘柄(№6、8、10)、しょ

うゆ(国内製造)が 2銘柄(№1、5)であった。新しい原料原産地制度では、国内で作られたすべての

加工食品に対して、原料原産地表示を行うことが義務付けられている。重量割合上位 1 位の原材料

を国別重量順で表示することが原則。重量割合第 1位の原材料がしょうゆや食塩など加工食品の場

合は製造地を表示する。本制度は令和 4年(2022年)3月まで経過措置期間である。 

添加物は調味料(アミノ酸等)の表示が 8 銘柄(№1、3～5、7～10)にあった。添加物の調味料は、

アミノ酸、核酸、有機酸、無機塩の 4グループがあり、表示の際には「調味料」という一括名の後

にカッコ書きでこのグループ名を表示することになっている。2種以上のグループからなる場合は、

代表となるグループ名に「等」を付けて表示する（グルタミン酸とイノシン酸を用いた場合は、ア

ミノ酸と核酸なのでアミノ酸等と表示）。この他にアルコール（酒精）が 9銘柄(№1、3～10)、酸味

料が 2銘柄(№1、9)、ビタミン B1が 1銘柄(№2)にあった。 

白だしの保存については、開封前は直射日光を避けて常温で保存できる旨の表示があった。開封

後の取り扱いについては常温が 1銘柄(№2)、その他は冷蔵であった。常温で保存できる 1銘柄(№

2)には「開封後は常温で保存し、60日を目安にご使用ください」と記載があった。 

食品添加物の無添加、不使用の表示を確認したところ、化学調味料無添加の表示が 2 銘柄(№2、

6)、着色料・保存料不使用の表示が 1銘柄(№8)にあった。なお化学調味料という用語は法令で定義

されていない。また今回テストした白だしでは着色料、保存料を添加物として記載している商品は

なかった。また１銘柄(№1)には「保存料不使用のため、常温で保存するとカビや酵母が生えて中身

がふき出すことがあります。」、１銘柄(№3)には「保存料を使用しておりませんので開封後はお早

めにお使いください。」、1銘柄(№7)には「保存料は使用しておりませんので、開封後は冷蔵庫に保

管し、早めにお使いください。」の記載があった。 

白だしの使用方法についての表示があり、料理例と白だしの希釈方法について記載されていた。

料理例としては、うどん(かけつゆ)、お吸い物、煮物、おでん、鍋もの、だし巻き卵、茶わん蒸し、

炊き込みご飯などがあった。 

（５）単位価格(別表 2) 

単位価格は 100mLあたり 最小 42円（№9）、最大 107円(№8)、平均 65 円であった。最小と最大

で 2.5倍の差があった。 
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表 白だしの使用方法(表示内容を改変・抜粋) 

 

  

料理名 白だし ： 水(湯) 料理名 白だし ： 水(湯)

うどんかけつゆ 1 ： 6～7 うどんかけつゆ 1 ： 8～9

スープ・お吸い物 1 ： 8～9 野菜の煮物 1 ： 7～9

煮物 1 ： 4～5 茶碗蒸し、煮びたし 1 ： 8～10

茶わん蒸し(卵2個分) お吸い物 1 ： 13～15

おでん、鍋物 1 ： 7 おでん、よせ鍋 1 ： 10～12

だし巻き卵(卵3個分) だし巻き卵(卵3個分)

炊き込みご飯(米2合分)

料理名 料理名 白だし ： 水(湯)

かけうどん(1人前) スープ・お吸い物 1 ： 9

お吸い物(1人前) うどんかけつゆ 1 ： 7

出し巻き卵(卵3個分) だし巻き卵(卵3個分) 小さじ2 ： 大さじ2

おでん・鍋もの(4人前) 野菜の煮物 1 ： 6～8

茶碗蒸し(4人前・卵3個) おでん・鍋物 1 ： 8

料理名 白だし ： 水(湯) 料理名 白だし ：

うどんかけつゆ 1 ： 7 おでん 100mL ： 1100mL (4人前)

煮物 1 ： 4～5 鍋もの 70mL ： 700mL (4人前)

野菜の炊き合わせ 1 ： 7～8 うどんのかけ汁 30mL ： 270mL (1人前)

鍋物・おでん 1 ： 8～9 お吸い物 30mL ： 400mL (3人前)

お吸い物 1 ： 16 茶わん蒸し 30mL ： 360mL (卵2個)

卵焼き 10mL ： 50mL (卵3個)

№7　創味の白だし

料理名 白だし ： 水(湯) 料理名 白だし ：

だし巻き 1 ： 6 うどん(1人前) 30mL ： 270mL

吸い物・スープ(2人前) 30mL ： 400mL

讃岐うどん・にゅうめん 1 ： 9
和風ポトフ・おでん(2人前) 45mL ： 600mL

だし巻き卵 10mL ： 50mL 卵3個

寄せ鍋・おでん 1 ： 9

茶碗蒸し・炊き込みご飯 1 ： 11

お茶漬け・ぞうすい 1 ： 11

お吸い物 1 ： 13

お好み焼き・たこ焼き 1 ： 15

味噌汁 1 ： 30

料理名 白だし ： 水(湯) 料理名 白だし ：
めんかけつゆ 1 ： 7 うどんのかけつゆ 1 ：
煮物 1 ： 5
おでん・鍋物 1 ： 9

野菜の炊き合わせ 1 ： 8 煮物 1 ：

茶わん蒸し 1 ： 9 野菜の炊き合わせ 1 ：

お吸い物 1 ： 9 鍋物・おでん 1 ：

だし巻き卵 茶わん蒸し 1 ：

お吸い物 1 ：

卵焼き(だし巻き)

卵1個

16
炊き込みご飯

米1合につき白だし30mL(炊飯
器の規定量まで水を加える) 卵3個に白だし10mL

№9　TOPVALU　かつお風味香る白だし №10　SEVEN&i PREMIUM　白だし

水(湯)
7

炊き込みご飯
米1合に対して白だし25mL
(炊飯器の規定量まで水を加える)

4～5(砂糖適宜)

7～8

8～9

8～9卵3個に白だし10mL

冷奴・納豆のたれ・きゅうり
の浅漬け・野菜炒め・ほうれ
ん草のおひたし

そのままうすめずにお使いく
ださい

片栗粉
適量

高野豆腐の煮物
筑前煮 1 ： 9

煮物(2～3人前)
具材400gに対して 30mL ： 300mL

雑炊(1人前)
ごはん100gに対して

20mL ： 180mL

№8　久原　あごだし入り白だし

水(湯)

里芋の煮ころがし
かぼちゃの煮物 1 ： 6

塩からあげ
鶏肉200gに対して

15mL ： 15mL

水(湯)

卵焼き(だし巻き)
卵3個に対し、
白だし10～15mL、水30mL

炊き込みご飯
米2合に白だし45mLを加え、2合の目盛
まで水を入れる。

炊き込みご飯
米1合に対し、本品25mL
(*炊飯器の規定量まで水を加
える）

炊き込みご飯(米3合)
水加減前に白だし80～85mLを添加
し、その後炊飯器3合の目盛まで水
を入れる

炊き込みご飯

№5　ヤマサ　昆布つゆ 白だし №6　にんべん　白だしゴールド

米2合に白だし50mLを入れ、炊
飯器の目盛まで水をはる。

40mL 480mL

№3　ミツカン　プロが使う味　白だし №4　ヤマキ　割烹白だし

白だし 水(湯)
30mL(大さじ2) 270mL
10mL(小さじ2) 120mL

10mL(小さじ2) 45mL(大さじ3)

100mL 1200mL

白だし80mLと水を目盛まで

№1　キッコーマン　旨みひろがる香り白だし №2　キッコーマン　いつでも新鮮料理人直伝極み白だし

大さじ2、水170mL

白だし小さじ2と水大さじ2 白だし小さじ2と水大さじ2
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７ まとめ 

・ テストした白だしは全て希釈タイプだった。うどん(めん)かけつゆの使用方法で希釈した場合、塩

分は 1.11（№1）～1.34%(№3)、平均 1.24%で銘柄により大きな差はなかった。一方、糖類やうま味

成分の量は銘柄により差があった。糖類は 100mLあたり 248（№7）～913mg(№5)、平均 660mgであ

った。また、含まれている糖類も銘柄により違いがあった。うま味成分のグルタミン酸、イノシン

酸は全ての銘柄で含まれていた。グルタミン酸は 100mL あたり 17.0（№6）～395.6mg(№1)、平均

219.8mg であった。原材料欄の添加物に調味料(アミノ酸等)の表示がない 2 銘柄(№2、6)は低い値

であった。イノシン酸は 100mLあたり 4.7（№2）～21.7mg(№8)、平均 11.1mg であった。また、参

考品の手造り混合だし(昆布とかつお削り節)は塩分 0.25%、糖類は不検出、グルタミン酸は 36.5mg、

イノシン酸は 12.3mgであった。 

・ 食品表示法食品表示基準の加工食品で必要となる名称、原材料名、添加物、内容量、賞味期限、保

存方法、製造者等、栄養成分の表示は全銘柄にあった。名称はつゆ(希釈用)が 8 銘柄、白だしが 2

銘柄(№4、6)だった。白だしの使用方法について表示があった。料理名と白だしをどの程度薄める

かについて記載があった。白だしは使用方法としては、うどん(かけつゆ)、お吸い物、煮物、おで

ん、鍋もの、だし巻き卵、茶わん蒸し、炊き込みご飯などがあった。 

・ 白だしの保存については、開封前は直射日光を避けて常温で保存できる旨の表示があった。開封後

の取り扱いについては常温が 1銘柄(№2)、その他は冷蔵であった。 

・ 単位価格は 100mL あたり 最小 42 円（№9）、最大 107 円(№8)、平均 65 円であった。最小と最大で

2.5倍の差があった。 

 

８ 消費者へのアドバイス 

・ テストした白だしは全て希釈して使用するタイプでした。うどん(めん)かけつゆの使用方法で白だ

しを薄めた場合、塩分、糖類、うま味成分をテストした結果、塩分は 1.11～1.34%で銘柄に大きな差

はありませんでしたが、糖類の種類と量、うま味成分の量が銘柄によって異なりました。好みや料

理に合わせて商品を選択すると良いでしょう。 

・ 手造りだしと同様に白だしにはうま味成分が含まれていました。うま味を料理に簡単に加えること

ができる反面、塩分や糖分も含まれています。商品の使用方法には、うどん(かけつゆ)、お吸い物、

煮物、おでん、鍋もの、だし巻き卵、茶わん蒸し、炊き込みご飯など料理名と白だしの薄め方につ

いて記載がありました。表示を参考にして料理に使用すると良いでしょう。 

・ 開封前は常温で保存できる旨の表示がありましたが、開封後の取扱いは常温と要冷蔵の商品があり

ました。表示を確認しましょう。 
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け
常

温
で

保

存
し

て
く

だ
さ

い

【
販

売
者

】

キ
ッ

コ
ー

マ
ン

食
品

株
式

会
社

千
葉

県
野

田
市

野
田

2
5
0

2

キ
ッ

コ
ー

マ
ン

い
つ

で
も

新
鮮

料
理

人
直

伝
　

極
み

白
だ

し

つ
ゆ

(希
釈

用
)

し
ょ

う
ゆ

（
大

豆
・

小
麦

を
含

む
）

、
食

塩
、

砂
糖

、
節

（
か

つ

お
、

い
わ

し
）

、
小

麦
発

酵
調

味
液

、
ぶ

ど
う

糖
果

糖
液

糖
、

醸
造

酢
、

酵
母

エ
キ

ス
、

昆
布

、
み

り
ん

、
ほ

た
て

エ
キ

ス
、

し
い

た
け

エ
キ

ス
／

ア
ル

コ
ー

ル
、

ビ
タ

ミ
ン

Ｂ
１

4
5
0

2
0
2
2
.0

4
.1

5

直
射

日
光

を
避

け
常

温
で

保

存
し

て
く

だ
さ

い

【
販

売
者

】

キ
ッ

コ
ー

マ
ン

食
品

株
式

会
社

千
葉

県
野

田
市

野
田

2
5
0

3
ミ

ツ
カ

ン

プ
ロ

が
使

う
味

　
白

だ
し

つ
ゆ

(希
釈

用
)

食
塩

、
し

ょ
う

ゆ
（

本
醸

造
）

（
小

麦
・

大
豆

を
含

む
）

、
砂

糖
、

濃
縮

鶏
が

ら
だ

し
、

濃
縮

だ
し

（
こ

ん
ぶ

、
か

つ
お

ぶ
し

）
、

た
ん

ぱ
く

加
水

分
解

物
（

小
麦

・
ゼ

ラ
チ

ン
を

含
む

）
、

こ
ん

ぶ
エ

キ

ス
、

粗
砕

か
つ

お
ぶ

し
、

粗
砕

そ
う

だ
が

つ
お

ぶ
し

、
酵

母
エ

キ

ス
（

大
豆

を
含

む
）

／
調

味
料

（
ア

ミ
ノ

酸
等

）
、

ア
ル

コ
ー

ル

5
0
0

2
0
2
2
.3

.1
6

直
射

日
光

を
避

け
、

常
温

で

保
存

【
製

造
者

】

株
式

会
社

ミ
ツ

カ
ン

愛
知

県
半

田
市

中
村

町
2
－

6

4
ヤ

マ
キ

割
烹

白
だ

し
白

だ
し

食
塩

、
た

ん
白

加
水

分
解

物
(大

豆
を

含
む

）
、

ふ
し

（
か

つ
お

、

そ
う

だ
か

つ
お

）
、

米
発

酵
調

味
料

、
砂

糖
、

し
ょ

う
ゆ

(小
麦

を

含
む

）
、

還
元

水
飴

、
か

つ
お

ぶ
し

エ
キ

ス
、

魚
介

エ
キ

ス
、

醸
造

酢
、

酵
母

エ
キ

ス
 ／

調
味

料
（

ア
ミ

ノ
酸

等
）

、
ア

ル
コ

ー
ル

5
0
0

2
0
2
2
.0

4

開
封

前
は

高
温

・
直

射
日

光

を
避

け
、

常
温

で
保

存
し

て

く
だ

さ
い

。

【
製

造
者

】

ヤ
マ

キ
株

式
会

社

愛
媛

県
伊

予
市

米
湊

1
6
9
8
-6

5
ヤ

マ
サ

昆
布

つ
ゆ

 白
だ

し

つ
ゆ

(希
釈

用
)

し
ょ

う
ゆ

(国
内

製
造

)、
食

塩
、

砂
糖

、
果

糖
ぶ

ど
う

糖
液

糖
、

昆

布
エ

キ
ス

、
か

つ
お

節
エ

キ
ス

、
さ

ば
節

エ
キ

ス
、

昆
布

、
か

つ
お

枯
節

（
粗

砕
）

、
醸

造
酢

、
発

酵
調

味
料

、
煮

干
エ

キ
ス

、
乾

し
い

た
け

粉
、

魚
介

た
ん

ぱ
く

加
水

分
解

物
、

し
い

た
け

エ
キ

ス
／

調
味

料
（

ア
ミ

ノ
酸

等
）

、
ア

ル
コ

ー
ル

、
（

一
部

に
小

麦
・

さ
ば

・
大

豆
を

含
む

）

5
0
0

2
0
2
2
.0

4
.1

4

直
射

日
光

を
避

け
、

常
温

で

保
存

【
販

売
者

】

ヤ
マ

サ
醤

油
株

式
会

社

千
葉

県
銚

子
市

新
生

町
2
-1

0
-1
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別
表
1
-2
　
購
入
品
一
覧
(一

括
表
示
)

№
商
品
名

名
称

原
材
料

内
容
量

(m
L

)
賞
味
期
限

保
存
方
法

製
造
者
等

6
に

ん
べ

ん

白
だ

し
ゴ

ー
ル

ド
白

だ
し

食
塩

（
国

内
製

造
）

、
砂

糖
、

酵
母

エ
キ

ス
、

か
つ

お
ぶ

し
、

さ
ば

ぶ
し

、
有

機
し

ょ
う

ゆ
、

魚
介

エ
キ

ス
、

醸
造

酢
、

そ
う

だ
が

つ
お

ぶ
し

、
こ

ん
ぶ

／
ア

ル
コ

ー
ル

、
（

一
部

に
小

麦
・

さ
ば

・
大

豆
を

含
む

）

5
0
0

2
0
2
2
.5

.2
4

直
射

日
光

を
さ

け
て

常
温

で

保
存

し
て

く
だ

さ
い

。

【
販

売
者

】

株
式

会
社

に
ん

べ
ん

東
京

都
中

央
区

日
本

橋
室

町
2
-

3
-1

7
創

味
の

白
だ

し
つ

ゆ

(希
釈

用
)

し
ょ

う
ゆ

、
糖

類
（

水
あ

め
、

砂
糖

）
、

食
塩

、
た

ん
白

加
水

分
解

物
、

か
つ

お
削

り
ぶ

し
、

に
ぼ

し
、

か
つ

お
ぶ

し
だ

し
、

か
つ

お
エ

キ
ス

、
に

ぼ
し

エ
キ

ス
、

昆
布

エ
キ

ス
、

し
い

た
け

エ
キ

ス
／

調
味

料
（

ア
ミ

ノ
酸

等
）

、
（

一
部

に
小

麦
・

大
豆

を
含

む
）

5
0
0

2
0
2
2
.0

3
.3

0

開
封

前
は

直
射

日
光

を
避

け
、

常
温

で
保

存
し

て
く

だ

さ
い

。

【
製

造
者

】

株
式

会
社

創
味

食
品

京
都

市
伏

見
区

横
大

路
芝

生

2
4
-3

8
久

原

あ
ご

だ
し

入
り

白
だ

し

つ
ゆ

(希
釈

用
)

食
塩

(国
内

製
造

)、
だ

し
(か

つ
お

節
、

焼
き

あ
ご

)、
水

あ
め

、
砂

糖
、

発
酵

調
味

料
、

か
つ

お
節

エ
キ

ス
、

魚
醤

(あ
ご

、
か

つ
お

)、

し
ょ

う
ゆ

、
醸

造
酢

、
焼

き
あ

ご
、

う
る

め
い

わ
し

節
、

さ
ば

節
、

昆
布

エ
キ

ス
／

調
味

料
(ア

ミ
ノ

酸
等

)、
酒

精
、

(一
部

に
小

麦
・

さ

ば
・

大
豆

を
含

む
)

5
0
0

2
0
2
2
.0

4
.1

3

直
射

日
光

を
避

け
て

常
温

で

保
存

【
販

売
者

】

㈱
 久

原
醤

油

福
岡

県
糟

屋
郡

久
山

町
大

字
猪

野
1
4
4
2

9
T

O
P

V
A

L
U

か
つ

お
風

味
香

る
白

だ
し

つ
ゆ

(希
釈

用
)

食
塩

、
水

あ
め

、
果

糖
ぶ

ど
う

糖
液

糖
、

し
ょ

う
ゆ

(大
豆

・
小

麦

を
含

む
)、

砂
糖

、
か

つ
お

節
(粗

砕
)、

か
つ

お
節

エ
キ

ス
、

酵
母

エ

キ
ス

、
小

麦
発

酵
調

味
料

(大
豆

を
含

む
)／

ア
ル

コ
ー

ル
、

調
味

料

(ア
ミ

ノ
酸

等
)、

酸
味

料

5
0
0

2
0
2
2
.0

5
.0

5

直
射

日
光

、
高

温
多

湿
を

避

け
て

常
温

で
保

存

【
販

売
者

】

イ
オ

ン
株

式
会

社

千
葉

県
千

葉
市

美
浜

区
中

瀬
1
-

5
-1

1
0

S
E

V
E

N
&

i 
P

R
E

M
IU

M

白
だ

し

つ
ゆ

(希
釈

用
)

食
塩

（
国

内
製

造
）

、
し

ょ
う

ゆ
（

小
麦

・
大

豆
を

含
む

）
、

果
糖

ぶ
ど

う
糖

液
糖

、
砂

糖
、

昆
布

、
植

物
性

た
ん

ぱ
く

加
水

分
解

物

（
小

麦
を

含
む

）
、

か
つ

お
節

エ
キ

ス
、

醸
造

酢
、

か
つ

お
節

、
酵

母
エ

キ
ス

（
大

豆
を

含
む

）
、

か
つ

お
節

（
粗

砕
）

、
魚

介
エ

キ
ス

（
さ

ば
を

含
む

）
、

そ
う

だ
節

（
粗

砕
）

、
魚

介
た

ん
ぱ

く
加

水
分

解
物

／
ア

ル
コ

ー
ル

、
調

味
料

（
ア

ミ
ノ

酸
等

）

5
0
0

2
0
2
2
.0

2

直
射

日
光

・
高

温
多

湿
を

さ

け
て

、
保

存
し

て
く

だ
さ

い
。

【
製

造
者

】

ヤ
マ

サ
醤

油
株

式
会

社

千
葉

県
銚

子
市

新
生

町
2
-1

0
-1
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別
表
2
　
購
入
品
一
覧
(栄

養
成
分
表
示
、
開
封
後
の
取
扱
い
、
内
容
量
、
購
入
価
格
、
単
位
価
格
、
購
入
店
)

1
キ

ッ
コ

ー
マ

ン

旨
み

ひ
ろ

が
る

香
り

白
だ

し
6
7

3
.3

0
1
2
.0

1
2
.0

0
.0

1
0
.0

冷
蔵

5
0
0

2
5
7

5
1

株
式

会
社

イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂

札
幌

店

2
キ

ッ
コ

ー
マ

ン

い
つ

で
も

新
鮮

料
理

人
直

伝
極

み
白

だ
し

7
3

2
.0

0
1
4
.0

1
4
.0

0
.0

1
2
.7

常
温

4
5
0

3
2
1

7
1

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

イ
オ

ン
札

幌
桑

園
店

3
ミ

ツ
カ

ン

プ
ロ

が
使

う
味

　
白

だ
し

5
3

2
.7

0
8
.8

1
4
.8

冷
蔵

5
0
0

2
5
7

5
1

株
式

会
社

イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂

札
幌

店

4
ヤ

マ
キ

割
烹

白
だ

し
4
2

3
.1

0
7
.5

1
0
.2

冷
蔵

5
0
0

2
5
7

5
1

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

イ
オ

ン
札

幌
桑

園
店

5
ヤ

マ
サ

昆
布

つ
ゆ

 白
だ

し
6
3

2
.2

0
1
1
.7

1
1
.7

0
1
1
.5

冷
蔵

5
0
0

2
8
6

5
7

株
式

会
社

イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂

札
幌

店

6
に

ん
べ

ん

白
だ

し
ゴ

ー
ル

ド
4
1

1
.6

0
8
.6

1
3
.1

冷
蔵

5
0
0

4
2
9

8
5

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

イ
オ

ン
札

幌
桑

園
店

7
創

味
の

白
だ

し
6
0

3
.7

0
1
1
.2

1
4
.7

冷
蔵

5
0
0

4
2
9

8
5

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

イ
オ

ン
札

幌
桑

園
店

8
久

原

あ
ご

だ
し

入
り

白
だ

し
6
7

4
.0

0
.0

1
2
.0

1
4
.7

冷
蔵

5
0
0

5
3
7

1
0
7

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

イ
オ

ン
札

幌
桑

園
店

9
T

O
P

V
A

L
U

か
つ

お
風

味
香

る
白

だ
し

4
6

2
.0

0
1
0
.0

1
0
.0

0
1
0
.7

冷
蔵

5
0
0

2
1
3

4
2

イ
オ

ン
北

海
道

株
式

会
社

イ
オ

ン
札

幌
桑

園
店

1
0

S
E

V
E

N
&

i 
P

R
E

M
IU

M

白
だ

し
7
5

2
.1

0
1
3
.8

1
3
.8

0
1
1
.1

冷
蔵

5
0
0

2
3
5

4
7

株
式

会
社

イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂

札
幌

店

○
栄

養
成

分
表

示
、

そ
の

他
の

成
分

は
1
0
0
m

L
当

た
り

に
換

算
。

○
購

入
価

格
は

税
込

み
。

単
位

価
格

は
少

数
点

以
下

を
切

り
捨

て
。

購
入
店

エ
ネ

ル
ギ
ー

(k
c
a

l)

た
ん

ぱ
く
質

(g
)

脂
質

(g
)

炭
水

化
物

(g
)

糖
質

(g
)

食
物

繊
維

(g
)

食
塩

相
当
量

(g
)

購
入

価
格

(円
)

開
封
後
の

取
扱
い

№
商
品
名

内
容
量

(m
L

)

栄
養
成
分
表
示
(1
0
0
ｍ
L
あ
た
り
)

単
位

価
格

(円

/
1
0
0
m

L
)
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別
表
3
　
テ
ス
ト
結
果

添
加
物

果
糖

ぶ
ど
う

糖
し
ょ
糖

麦
芽
糖

合
計

グ
ル
タ

ミ
ン
酸

イ
ノ
シ

ン
酸

白
だ
し

：
水

(お
湯
)

1
キ

ッ
コ

ー
マ

ン

旨
み

ひ
ろ

が
る

香
り

白
だ

し
1
.1

1
N

D
N

D
8
2
9

N
D

8
2
9

3
9
5
.6

1
6
.3

○
－

○
－

○
5
0
0

1
：

6
~

7

2
キ

ッ
コ

ー
マ

ン

い
つ

で
も

新
鮮

料
理

人
直

伝
極

み
白

だ
し

1
.1

7
6
9

8
7

7
3
9

N
D

8
9
5

2
4
.1

4
.7

○
○

○
－

－
4
5
0

1
：

8
~

9

3
ミ

ツ
カ

ン

プ
ロ

が
使

う
味

　
白

だ
し

1
.3

4
N

D
N

D
4
1
7

N
D

4
1
7

2
3
9
.8

9
.3

○
－

○
－

○
5
0
0

1
：

9

4
ヤ

マ
キ

割
烹

白
だ

し
1
.1

2
N

D
9
1

3
0
5

N
D

3
9
6

2
8
4
.6

8
.0

○
－

○
－

○
5
0
0

1
：

7

5
ヤ

マ
サ

昆
布

つ
ゆ

 白
だ

し
1
.3

3
1
8
5

1
3
6

5
9
1

N
D

9
1
3

2
0
9
.4

1
0
.7

○
○

○
－

○
5
0
0

1
：

7

6
に

ん
べ

ん

白
だ

し
ゴ

ー
ル

ド
1
.2

6
N

D
N

D
7
6
6

N
D

7
6
6

1
7
.0

1
7
.1

○
－

○
－

－
5
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２　マスク類のUVカット効果 

１ 目的  

新型コロナウイルスの流行から 2 年以上が経過し、マスクを着用することが日常と

なっている。最近ではウイルスのカット効果だけではなく、 UV カット効果をうたった

マスクも多く販売されている。中には「UV カット率 90%」、「UPF50＋」（※ 1）など効果

の目安を示す具体的な数値を表示している商品もある。しかし、消費者がその数値の

意味や、どの程度の効果なのか判断するのは難しい状況である。  

そこで、今回は UV カット効果をうたったマスクに注目し、表示内容や実際の UV カ

ット効果がどの程度あるのかをテストし消費者に情報提供する。  

※ 1： UPF： Ultraviolet Protection Factor（紫外線防護係数）の略、例えば UPF30の衣服を着用すると素

肌と同程度の紫外線の影響を受けるのに約 30倍の時間を要する (紫外線の影響を受けにくい )ことを意味す

る。数値が大きいほど効果が高く、 UPF50＋が最高値である。  

 

２ テスト期間  

令和3年7月～令和4年1月 

 

３ テスト品 (別表1-1,1-2) 

（１）「UVカット率 90%」「UPF50＋」などUVカット（紫外線遮蔽）効果の目安を示す数値 

表示があるマスク10柄、フェイスガード1銘柄、ネックガード2柄 (※ 2) 

（２）参考品（一般的不織布マスク）…4銘柄  

   ※ 2：マスクがわりとして屋外運動時やアウトドアなどに用いられることが多くなっているためフェイス  

ガード、ネックガードも対象とした。  

 

４ テスト方法  

 

（１）  UVカット効果…JIS L1925繊維製品の紫外線遮蔽評価方法による  

UVカット効果をUPF（紫外線防護係数）、紫外線遮蔽率の 2通りで測定した。  

ア UPF（紫外線防護係数）  

分光光度計積分球を用い波長 290～400nmの紫外線透過率を測定し、各波長に対

する皮膚の影響度合いと太陽分光放射照度の相対エネルギー値を係数に入れ、日

焼けを防止する能力UPF（紫外線保護係数）を算出する。 

UPF＝ 




400

290

400

290





ΔＴＳＥ

ΔＳＥ

  

UPF：紫外線防護係数  

Ｓλ：太陽分光放射照度の相対エネルギー値（W/m2/nm） 

Ｅλ：波長ごとの皮膚の影響度合を表す数値  

Δλ：測定波長の間隔（nm） 

Ｔλ：波長λにおける分光透過率  
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